
感染症発生状況見える化ダッシュボードの基本的な使い方を説明します。
このダッシュボードは、感染症情報を視覚的に表示するシステムです。特徴
としては、直感的操作と多彩なビジュアル表現により、感染症の発生状況を
容易に把握できること、また、匿名化データをダウンロードでき、閲覧者が
任意に必要な加工して、分析できる点が挙げられます。
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感染症発生状況見える化ダッシュボードの基本的な使い方を５つの項目に
絞って説明します。
１感染症の選択、２対象期間の変更、３地図ダッシュボードの使い方、４グ
ラフを元に戻す、５データのダウンロードになります。
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１感染症の選択の仕方です。
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様々なダッシュボードがありますが、表示されている感染症以外の感染症も
表示することができます。
まずはグラフから説明します。
画面右側に感染症を選択するフィルターがあります。赤線で囲まれた部分で
す。フィルターの右側にある黒い三角形のマークをクリックします。
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クリックすると、選択できる感染症の一覧が表示されます。その中から閲覧
したい感染症の左側にあるチェックボックスをクリックします。今回はマイ
コプラズマ肺炎にクリックすると、チェックボックスにチェックマークが表
示され、画面には元々表示されていたRSウイルス感染症のグラフの横にマイ
コプラズマ肺炎のグラフが表示されるようになります。
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選択が終わったら、フィルターの右側の黒い三角形のマークをクリックする
ことにより一覧を消すことができます。
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7

このようにRSウイルス感染症とマイコプラズマ感染症の２つのグラフを表示
させることができました。
今回は２つの感染症を表示させましたが、感染症一覧からチェックをするこ
とにより２つ以上の感染症を表示することもできます。



次に表の感染症の選択の仕方についてです。
表形式の場合はすでにすべての感染症が表示されています。対象の感染症を
探すことも可能ですが、感染症の数が多く、見つけにくいため、フィルター
のかけ方を説明します。
画面右側に感染症分類を選択するフィルター表示があります。赤線で囲まれ
た部分です。フィルターの右側にある黒い三角形のマークをクリックします。
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クリックすると感染症法の分類一覧が表示されます。その中から閲覧したい
感染症分類の左側にあるチェックボックスをクリックします。今回は１類感
染症と２類感染症を選択してみます。１塁感染症と２感染症の左側のチェッ
クボックスをクリックすると、チェックボックスにチェックマークが表示さ
れます。画面には全ての感染症が表示されていましたが、１類感染症と２類
感染症のみが表示されるようになりました。
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チェックボックスの消し方はグラフで説明したとおり、チェックボックスの
右側の黒い三角形のマークをクリックすると消えます。
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表示される感染症が減ったため、対象の感染症を見やすくすることができま
した。
また、感染症分類の下の感染症名のチェックボックスからは直接感染症を選
択することができます。
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次に対象期間の変更の仕方になります。
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最初は直近のデータが表示されています。過去のデータを閲覧したい場合に
は対象の年度を変更する必要があります。
このグラフでは画面右側に対象年を選択するフィルター表示があります。赤
線で囲まれた部分です。フィルターの右側にある黒い三角形のマークをク
リックします。 
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14

クリックすると、選択できる西暦年の一覧が表示されます。その中から閲覧
したい西暦年の左側にあるチェックボックスをクリックします。今回は2023
年にクリックすると、チェックボックスにチェックマークが表示され、画面
には2023年が表示されるようになります。 
元々水色の線で2023年分が表示されており、画面は変わっていません。今後
過去のデータもシステムに反映しますので、お待ちください。 



表示されているグラフの線を消す事も出来ます。このグラフは2024年、2023
年の静岡県のデータと2024年の全国のデータが表示されています。
例えば2023年の静岡県のデータを消すには画面右側の静岡県2023をクリック
します。
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クリックすると保持、除外が表示されます。。除外をクリックすると水色の
2023年の静岡県のグラフが消えます。

16



表示されているグラフに合わせて、大きさが自動変更されるため、より比較
が容易になります。
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別のグラフの対象期間の変更の仕方を説明します。
このグラフは２年間のデータをつなげて表示しています。その期間を変更す
るには画面右からの開始年選択と終了年選択から変更します。
開始年選択と終了年選択の下にある丸印を横にスライドすることや矢印マー
クをクリックすることにより対象期間の変更ができます。
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クリックすると表示グラフが修正され表示されます。
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次に地図ダッシュボードの使い方になります。
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地図ダッシュボードは感染症の情報を地図上に表示したものになります。円
の大きさが流行状況を表しています。大きければ流行していおり、小さけれ
ば流用していません。
この画面からグラフを表示することもできます。画面上部のチェックボック
スから詳細表示をクリックします。
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クリックすると地図の下部にグラフが表示されます。
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グラフには保健所事のデータが表示されています。このままでは見えにくい
ため、対象の保健所のデータのみを表示させることができます。
今回は静岡市を表示させます。地図上の静岡市の円をクリックします。
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クリックすると下部のグラフには静岡市のみが表示されるようになりました。
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次にグラフを元に戻し方になります。
グラフから感染症の選択や期間の変更をした後のグラフの戻し方を説明しま
す。戻し方はすべてのダッシュボードで共通になります。
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画面下部に曲がった矢印があります。赤線で囲まれた左側の矢印は一つ前に
戻すボタンになります。変更した条件の一つ前戻すことができます。
赤線で囲まれた右側の矢印は初期値に戻すボタンになります。最初に表示さ
れているグラフの状態に戻ります。
この戻す方法はすべてのダッシュボードで共通になります。
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最後の項目はデータのダウンロードになります。
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画面の上部、または、下部にある赤線に囲まれたボタンをクリックします。
クリックするとダウンロード形式の一覧が表示されます。
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イメージはダッシュボードを画像（png形式）、クロス集計はCSV形式かエク
セル形式、PDFはPDF形式、パワーポイントはパワーポイント形式で保存す
ることができます。
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必要な形式でダウンロードしてください。
ダウンロードのやり方はすべてのダッシュボードで共通になります。

以上感染症発生状況見える化ダッシュボードの使い方になります。
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